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希
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倫
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希
望
の
地
平
に
お
い
て
行
動
す
る
た
め
に

モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
中
核
に
位
置
す
る
変
革
的
終
末
論
の
全
面
展
開
。

現
代
世
界
を
脅
か
す
様
々
な
難
問
に
立
ち
向
か
う
大
綱
的
な
行
動
指

針
を
導
き
出
す
と
と
も
に
、
究
極
的
な
平
和
と
安
息
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
提
示
す
る
。

バ
イ
オ
技
術
と
生
命
操
作
、開
発
と
環
境
破
壊
、広
が
る
格
差
と
紛
争
、

テ
ロ
と
管
理
社
会
な
ど
、
複
雑
で
困
難
な
課
題
が
山
積
す
る
現
代
世

界
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
い
か
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
う
る

の
か
。
終
末
論
的
に
生
き
る
こ
と
の
真
の
意
味
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ

た
希
望
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
聖
書
か
ら
捉
え
直
し
、
21
世
紀
の
神
学
的

倫
理
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
意
欲
作
。

『
希
望
の
神
学
』（
１
９
６
４
年
）
に
よ
っ
て

華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
著
者
は
、
そ
の
後

次
々
と
意
欲
的
な
書
物
を
通
し
て
戦
後
神
学

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
そ
し
て
46
年
後
、

自
ら
の
神
学
的
営
為
を
総
括
す
る
倫
理
学
を

発
表
し
た
。
そ
れ
が
本
書
で
あ
る
。
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モルトマンの本から

【モルトマン組織神学論叢】

三位一体と神の国
神論〈組織神学論叢 1〉
土屋　清訳
キリスト教的唯一神論を厳しく批判し、
三一論的神学の今日的意義を「開かれた」
「社会的・歴史的な三位一体論」の形で
展開する意欲作。� 404 頁　本体 4500 円

神の到来
キリスト教的終末論〈組織神学論叢 5〉
蓮見和男訳
現代社会と宗教最大の問題である終末論
を人間と社会の新しい創造の問題と捉え、
個人的 ･歴史的 ･宇宙的終末論の壮大な
構想を展開する。� 600 頁　本体 6600 円　

神学的思考の諸経験
キリスト教神学の道と形〈組織神学論叢 6〉
沖野政弘訳
モルトマン神学の掉尾を飾る方法論の開
示。あらゆる立場、解釈、人や出来事と
の出会いの経験から、神学とは何かを徹
底的に論じる。� 480 頁　本体 6400 円

その他の著作

わが足を広きところに
モルトマン自伝
蓮見幸恵／蓮見和男訳
生い立ち、戦争と虜囚、修学と神学形成、
その後の独創的な思想展開などをつぶさ
に記した神学的自伝。20 世紀神学史とし
ても興味尽きない。� 552 頁　本体 5700 円

科学と知恵
自然科学と神学の対話
蓮見和男・蓮見幸恵訳
科学技術の発展への神学知の意義を、東
洋的な自然観とも積極的に対話しつつ、
聖書的な創造観の豊かな可能性を示唆し
ながら提示する。� 320 頁　本体 2800 円

希望の神学
キリスト教的終末論の基礎づけと帰結の研究
高尾利数訳　〈オ〉

ブロッホと深く対話しつつキリスト教固
有の未来的終末論を評価し、その実践的
意味を解明。希望の宗教としてのキリス
ト教を力強く弁証。� 490 頁　本体 5800 円

十字架につけられた神
〈オンデマンド・ブック〉
喜田川信他訳
不受苦の神観念に異議申し立てをし、神に
棄てられた中で死んで行ったイエスを神論の
重要な次元として取り上げた問題作。

530頁　本体5800円

聖霊の力における教会
〈オンデマンド ･ ブック〉
喜田川信他訳
解放の神学の基礎共同体論から大きな刺
激を受けつつ、世界を革新する力として
の聖霊論の視点から構築されたモルトマ
ン渾身の教会論。� 582 頁　本体 5200 円

終りの中に、始まりが　
希望の終末論
蓮見幸恵訳
モルトマンが牧会者・教育者として、自
らの終末論神学を平易に説く。個人の死
後から世界全体の将来の運命までを貫く、
希望の終末論。� 270 頁　本体 2700 円

いのちの泉
聖霊といのちの神学
蓮見幸恵訳
組織神学論叢 4 の聖霊論をふまえて、現
代人にとっての聖霊の意味と働きを平易
かつ的確に語り、霊性溢れる生活の道を
示す好著。� 240 頁　本体 2600 円

政治的宗教と政治的神学
J ルトマン／ J. B. メッツ著　蓮見和男訳
現代宗教の政治的形態「非政治的宗教」
の政治性を批判し、行動的な十字架の神
学を展開する。� 164 頁　本体 1200 円



1 月以降の出版予定から

● 11 月に出た本と雑誌

十
字
軍
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

神
の
名
の
も
と
に
戦
っ
た
人
々

ロ
ド
ニ
ー
・
ス
タ
ー
ク
著
、
櫻
井
康
人
訳
訳

十
字
軍
は
果
た
し
て
野
蛮
な
侵
略
者

だ
っ
た
の
か
。
綿
密
な
史
的
検
討
を
通

し
て
通
説
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
く
つ
が
え

し
、
中
世
に
お
け
る
東
西
世
界
の
衝
突

の
真
相
に
迫
っ
た
話
題
作
。
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人
生
を
聖
書
と
共
に

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
ウ
カ
ム
の
世
界

Ｒ・ボ
ウ
カ
ム
、
Ｍ・エ
リ
オ
ッ
ト
、
伊
藤
明
生
、
岡
山
英
雄
、

山
口
希
生
、浅
野
淳
博
、小
林
高
徳
、

横
田
法
路
、
遠
藤
勝
信
著

ボ
ウ
カ
ム
の
古
希
を
記
念
し
、
学
恩
を

被
る
日
本
人
研
究
者
た
ち
が
主
要
著
作

を
概
説
。
新
約
神
学
の
最
前
線
へ
の
道

案
内
と
も
な
っ
て
い
る
。�

◆
四
六
判
・
本
体
１
８
５
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

12
月
号
―
特
集   

降
誕
物
語
を
ど
う
読
む
か

聖
書
解
釈
の
視
座
と
方
法

寄
稿
者
：
廣
石
望
、
木
原
桂
二
、
大
宮
有
博
、
東
よ
し
み
、
小
林
昭
博
、

平
野
克
己
、
芦
名
定
道
、
金
必
順
、
内
田
樹
、
佐
藤
優
、
辻 

学
、

月
本
昭
男
、
秋
葉
睦
子
、
吉
松
純
、
藤
原
佐
和
子
ほ
か

フ
ェ
イ
ス
・
バ
ウ
ア
ー
ズ
著
／
片
山
寛
・
加
藤
英
治
訳

知
的
障
碍
者
と
教
会
（
仮
題
）

ハン
デ
ィ
キ
ャッ
プ
を
持
つ
人
々
と
共
に
歩
む
教
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
伝
道
、
信

仰
告
白
、
教
会
教
育
、
礼
拝
の
持
ち
方
な
ど
を
具
体
的
に
考
え
る
。
著
者
は
ダ
ウ

ン
症
を
も
つ
息
子
の
母
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
信
徒
。
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永
本
哲
也
／
早
川
朝
子
／
山
本
大
丙
ほ
か

旅
す
る
教
会
　
宗
教
改
革
と
再
洗
礼
派

再
洗
礼
派
は
ル
タ
ー
派
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
双
方
か
ら
異
端
と
さ
れ
弾
圧
さ
れ
た
が
、

そ
の
福
音
理
解
や
社
会
参
与
は
近
現
代
の
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
宗

教
改
革
５
０
０
年
を
た
ん
な
る
主
流
派
の
顕
彰
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
。
9
人
の

若
手
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
。�
◆
四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

木
ノ
脇
悦
郎
著

宗
教
改
革
の
人
間
群
像

『
痴
愚
神
礼
讃
』
を
著
し
、
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
本
文
を
初
め
て
校
訂
し
、

宗
教
改
革
運
動
に
寄
与
し
た
が
、
自
由
意
志
論
を
め
ぐ
っ
て
ル
タ
ー
と
対
立
、
後

に
改
革
陣
営
か
ら
絶
縁
さ
れ
た
16
世
紀
最
大
の
人
文
主
義
者
。
彼
は
ま
た
偉
大

な
文
通
者
で
も
あ
っ
た
。
書
簡
か
ら
浮
か
び
上
が
る
改
革
者
た
ち
の
人
間
群
像
。

�

◆
四
六
判
・
予
価
３
０
０
０
円

エ
ラ
ス
ム
ス
と

文
通
者
た
ち



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０17年

1

賜
物
と
課
題
と
し
て
の
全
信
徒
祭
司
性
―
―
宗
教

改
革
５
０
０
年
目
の
節
目
に
考
え
る�

…
…
江
藤
直
純

公
会
議
以
降
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
信
徒

理
解�

…
…
…
有
村
浩
一

万
人
祭
司
と
キ
リ
ス
ト
集
会
派�

…
…
…
川
向　

肇

賜
物
が
豊
か
に
用
い
ら
れ
る
教
会
と
な
る
た
め
に

　
　

―
―
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
教
会
に
お
け
る

女
性
教
師
・
長
老
問
題�

…
…
…
袴
田
康
裕

信
徒
と
教
職
の
権
威
を
考
え
る
―
―
一
信
徒
の

つ
ぶ
や
き�

…
…
…
李　

恩
子

ユ
ダ
ヤ
教
と
万
人
祭
司�

…
…
…
…
…
…
…
山
森
み
か

新
約
聖
書
・
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
信
徒
」

と「
教
職
（
制
）」
に
つい
て�

…
…
村
山
盛
葦

【
連
載
よ
り
】

◆
み
こ
と
ば
散
歩 

1�

…
…
…
…
…
望
月
麻
生

◆
ア
メ
リ
カ
の
神
学
と
教
会
の
い
ま 

3�

…
…
…
吉
松
　
純

◆
現
代
神
学
の
冒
険 

4�

…
…
…
…
…
…
…
…
芦
名
定
道

◆
新
約
釈
義
　
第
一
テ
モ
テ
書 

11�

…
…
…
…
辻
　
　
学

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

22�

…
…
…
…
…
…
…
内
田
　
樹

◆
こ
と
ば
の
履
歴
書 

34�

…
…
…
…
…
…
…
佐
藤
　
優

◆
詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

141�

…
…
…
…
…
…
…
月
本
昭
男

特
集
：
信
徒
と
教
職
―
―
宗
教
改
革
５
０
０
年
①

●
２
０
１
６
年
の
年
間
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
、

大
手
取
次
の
日
販
と
ト
ー
ハ
ン
が
発
表
し
ま

し
た
。
1
位
は
両
社
と
も
石
原
慎
太
郎
の

『
天
才
』（
幻
冬
舎
）、
2
位
は
同
じ
く
カ
ー
ル

＝
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ー
ン
『
お
や
す
み
、
ロ
ジ

ャ
ー
』（
飛
鳥
新
社
）。
3
位
は
日
販
が
『
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子
』（
静
山
社
）、

ト
ー
ハ
ン
が
大
川
隆
法
『
正
義
の
法
』（
幸
福

の
科
学
出
版
）
だ
っ
た
そ
う
で
す
（
集
計
期

間
は
15
年
11
月
27
日
～
16
年
11
月
25
日
）。
読

者
の
皆
様
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
た
れ
る

で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
編
集
子
は
ど
れ
も

読
ん
で
い
ま
せ
ん
。
毎
年
こ
の
時
期
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
の
発
表
に
接
す
る
と
、
自
分
が
出
版

を
な
り
わ
い
と
し
て
い
る
く
せ
に
「
世
の
中
」

で
最
も
売
れ
て
い
る
本
に
は
い
か
に
無
関
心

で
生
き
て
い
る
か
、
ま
た
無
縁
な
所
で
仕
事

を
し
て
い
る
か
を
、
改
め
て
し
み
じ
み
（
？
）

思
い
ま
す
。

●
も
う
少
し
小
社
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
小

社
も
属
す
る
出
版
梓
会
の
第
32
回
「
梓
会
出

版
文
化
賞
」
に
大
月
書
店
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
出
版
社
を
対
象
と
す
る
珍
し
い
も

の
で
、「
優
れ
た
出
版
活
動
を
行
っ
て
い
る
出

版
社
を
激
励
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
大
月
書
店
は
、『
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ

ー
ス
自
伝
』
や
『SEA

LD
s 

民
主
主
義
っ
て

こ
れ
だ
！
』
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

●
寂
し
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
信
山
社
が
11
月
末
に
破
産
し
た
こ
と
。

岩
波
の
本
を
は
じ
め
硬
派
の
出
版
物
の
品
揃

え
が
充
実
し
、
神
保
町
に
出
向
け
ば
時
間
が

あ
る
限
り
立
ち
寄
り
、
様
々
な
本
と
出
会
あ

わ
せ
て
も
ら
っ
た
思
い
出
の
書
店
だ
け
に
残

念
で
す
。
振
り
返
れ
ば
2
月
に
芳
林
堂
が
破

産
し
た
こ
と
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
編
集
子

は
中
学
生
の
頃
、
同
池
袋
店
の
書
棚
に
差
さ

れ
て
い
た
高
橋
三
郎
著
『
キ
リ
ス
ト
信
仰
の

本
質
』
を
、
著
者
が
誰
か
も
知
ら
ず
、
た
だ

そ
の
書
名
に
惹
か
れ
て
買
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
キ
リ
ス
ト
教
書
を
購
入
し
た
初
め
て
の
経

験
で
し
た
。
中
学
生
に
は
と
う
て
い
読
み
通

す
こ
と
の
で
き
な
い
本
で
し
た
が
、
新
教
出

版
社
と
い
う
版
元
の
名
は
な
ぜ
か
記
憶
に
残

り
、
や
が
て
様
々
な
経
緯
で
そ
こ
に
就
職
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
書
店
が
用
意

し
て
く
れ
る
出
会
い
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。

ネ
ッ
ト
書
店
の
便
利
さ
に
は
抗
し
が
た
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
リ
ア
ル
書
店
に

足
を
運
ば
ね
ば
と
自
戒
す
る
こ
と
頻
り
で
す
。

●
皆
様
に
ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
の
祝
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


